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2021年（令和３年）２月　王寺町議会だより　第136号 本会議トピックス

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

〈
４
案
件
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）

●
王
寺
町
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
制
定

●
王
寺
町
議
会
議
員
及
び
王

寺
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
制
定

●
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

規
約
の
変
更

く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会

〈
６
案
件
〉

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

●
王
寺
町
森
林
環
境
基
金
条

例
の
制
定

●
王
寺
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

令
和
２
年
の
人
事
院
勧

告
を
受
け
て
、
法
律
が
一
部

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

も
の

〔
改
正
内
容
〕

　

期
末
手
当
の
支
給
月
数

を
年
間
で
一
般
職
は
０
・
０

５
ヶ
月
分
、
会
計
年
度
任
用

職
員
は
０
・
０
２
５
ヶ
月
分

引
き
下
げ

義
務
教
育
学
校
の
設
置
検

討
調
査
研
究
特
別
委
員
会

（
第
８
回
委
員
会
）

　

12
月
10
日
に
開
催
（
進
捗

状
況
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

掲
載
）

（
教
育
課
程
Ｐ
Ｔ
）

〇
各
教
科
等
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
案
）
は
音
楽
等
９
教
科
に

つ
い
て
作
成
中
で
12
月
中
に

全
体
の
ま
と
め
を
行
う

〇
す
べ
て
の
外
国
語
科
授
業

で
教
科
担
任
制
を
実
施
（
町

内
５・６
年
生
）「
子
ど
も
た

ち
の
外
国
語
に
対
す
る
興
味

や
関
心
を
う
ま
く
引
き
出
せ

て
い
る
。」
と
の
こ
と

〇
個
別
最
適
化
学
習
に
お
い

て
は
、
教
員
の
人
的
支
援
な

ど
指
導
体
制
の
検
討
を
進
め

る〇
中
学
校
理
科
教
員
に
よ
る

小
学
校
６
年
生
の
専
科
指
導

や
小
学
校
教
員
に
よ
る
中
学

生
へ
の
学
習
支
援
を
実
施

〇
授
業
の
質
等
の
向
上
の

　

事
後
審
査
型
条
件
付
一

般
競
争
入
札
の
結
果
、
ク
ウ

ケ
ン
㈱
奈
良
営
業
所
が
落

札
し
、
１
億
５
千
７
６
３
万

円
（
消
費
税
込
）
で
契
約
す

る
も
の

【
提
出
者
】幡

野 

美
智
子 

議
員

※
意
見
書
の
全
文
は
、
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載

【
提
出
者
】

 

小
山　

郁
子　

議
員

※
意
見
書
の
全
文
は
、
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

指
名
競
争
入
札
（
５
社
）

の
結
果
、
㈱
大
崎
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
エ
ン
ヂ
ニ
ア
リ
ン
グ
大

阪
支
店
が
落
札
し
、
１
億
１

千
６
４
９
万
円（
消
費
税
込
）

で
契
約
す
る
も
の

　

王
寺
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
上
田
秀
明
氏

が
12
月
13
日
付
け
で
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
、
委
員
と
し
て
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の
【
任
期
】
令
和
２
年
12

月
14
日
～
令
和
５
年
12
月

13
日

　

広
域
市
町
村
圏
域
の
振

興
整
備
等
を
目
的
に
同
協

議
会
（
北
葛
城
郡
と
生
駒

郡
の
７
町
で
構
成
）
が
設
立

さ
れ
て
約
50
年
が
経
過
し
、

当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
、

現
在
で
は
７
町
に
と
ら
わ

れ
な
い
様
々
な
枠
組
み
で
の

広
域
連
携
も
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
同
協

議
会
を
廃
止
す
る
も
の

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
王

寺
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
原
案
可
決
】

王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館

他
空
調
設
備
改
修
工
事

の
契
約
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

王
寺
町
立
小
中
学
校
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
学
習

用
端
末
等
の
購
入
契
約

に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

王
寺
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
同
意【

原
案
同
意
】

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村

圏
協
議
会
の
廃
止

【
原
案
可
決
】

人
事
案
件

協
議
会
の
廃
止

委
員
会
付
託
案
件

契
約
議
決

意

見

書

本
会
議（
12
月
７
日
）

本
会
議（
12
月
15
日
）

会
期
中
の
報
告

小
中
学
校
全
学
年
で
少

人
数
学
級
の
実
現
と
、

特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
設
置
基
準
を
設
け
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導

入
な
ど
、
一
日
も
早
い

民
法
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

た
め
の
時
間
の
創
出
を
め
ざ

し
、
一
定
の
期
間
、
小
学
校

で
は
、
40
分
授
業
を
午
前

中
に
５
コ
マ
、
午
後
に
２
コ

マ
、
中
学
校
で
は
、
45
分
授

業
を
７
コ
マ
と
し
た
授
業
を

試
行
、こ
の
結
果
を
検
証
し
、

方
向
性
を
決
定

（
総
務
Ｐ
Ｔ
）

〇
校
歌
作
成
に
つ
い
て
、
作

詞
は
応
募
さ
れ
た
言
葉
な
ど

を
基
に
両
校
区
の
歌
詞
を
作

成
、
作
曲
は
こ
れ
ま
で
実
績

の
あ
る
王
寺
南
中
学
校
長
に

依
頼

〇
北
校
区
の
校
章
作
成
・
選

定
に
つ
い
て
、
王
寺
中
学
校

美
術
部
生
徒
に
デ
ザ
イ
ン
案

の
作
成
を
依
頼
、
美
術
専
科

教
員
等
で
修
正
・
選
定

（
施
設
設
備
Ｐ
Ｔ
）

〇
北
の
新
築
工
事
は
、
校
舎

棟（
西
・
東
）の
地
盤
改
良
工

事
が
完
了
、
南
の
大
規
模
改

造
工
事
等
は
11
月
に
保
護
者

説
明
会
を
開
催
、
王
寺
南
中

学
校
の
校
舎
棟（
増
築
部
分
）

な
ど
の
仮
設
工
事
に
着
手

【
追
加
議
案
】

議　案　名 結　　果
（議第７５号）王寺町固定資産評価審査委員会の委員の選任同意について 原案同意
（議第７６号）令和２年度王寺町一般会計補正予算（第９号）について

原案可決

（議第７７号）令和２年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
（議第７８号）令和２年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
（議第７９号）令和２年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第３号）について
（議第８０号）令和２年度王寺町水道事業会計補正予算（第３号）について
（議第８１号）王寺町まちづくり基本条例の制定について
（議第８２号）王寺町議会議員及び王寺町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について
（議第８３号）王寺町森林環境基金条例の制定について
（議第８４号）王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
（議第８５号）奈良県広域消防組合規約の変更について
（議第８６号）王寺周辺広域市町村圏協議会の廃止について
（議第８７号）王寺町やわらぎ会館他空調設備改修工事の契約について
（議第８８号）王寺町立小中学校ＧＩＧＡスクール学習用端末等の購入契約について
（発議第１１号）小中学校全学年での少人数学級の実現と、特別支援学校における設置基準を設けることを求める意見書について
（発議第１２号）選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法の改正を求める意見書について

全会一致の議案【第４回定例会】議決結果（１２月７日・１５日）

第6回臨時会

12月
定例会

　

令
和
２
年
の
人
事
院
勧

告
を
受
け
て
、
法
律
が
一
部

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

も
の

〔
改
正
内
容
〕

　

期
末
手
当
の
支
給
月
数

を
年
間
で
０
・
０
５
ヶ
月

分
引
き
下
げ

〔
施
行
期
日
〕

　

令
和
２
年
度
に
係
る
期

末
手
当
は
公
布
の
日
、
令

和
３
年
度
に
係
る
期
末
手

当
は
令
和
３
年
４
月
１
日

〈 

賛
否
の
結
果 

〉

　

全
会
一
致

〔
施
行
期
日
〕

　

令
和
２
年
度
に
係
る
期

末
手
当
は
公
布
の
日
、
令

和
３
年
度
に
係
る
期
末
手

当
は
令
和
３
年
４
月
１
日

〈 

賛
否
の
結
果 

〉

●
反　

対

　

小
山
議
員
・
幡
野
議
員

〇
賛　

成

　

玉
守
議
員
・
若
林
議
員

　

坂
下
議
員
・
北
村
議
員

　

大
久
保
議
員
・
沖
議
員

　

松
岡
議
員
・
鎌
倉
議
員

　

楠
本
議
員

※
議
長
（
中
川
議
員
）
は

採
決
に
加
わ
ら
な
い

〈 

討　

論 

〉

反
対
討
論　

小
山
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る

公
務
労
務
者
の
労
苦
に
応

じ
ず
、
人
事
院
の
人
事
管

理
の
報
告
に
お
い
て
も
抜

本
的
改
善
は
打
ち
出
さ
れ

て
い
な
い
。

賛
成
討
論　

松
岡
議
員

　

本
条
例
の
改
正
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
人
事
院

勧
告
に
基
づ
き
改
正
さ
れ

る
も
の
で
、
期
末
手
当
の

据
置
き
は
、
住
民
の
理
解

を
得
ら
れ
な
い
。

王
寺
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
及
び
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

【
原
案
可
決
】

条
例
改
正

【令和２年 第６回臨時会】
会　期

令和 2 年１１月２７日（1日間）
条例改正（２件）

【令和２年 第４回（１２月）定例会】
会　期　

令和２年１２月７日～１５日（９日間）
人事案件（１件） ・ 補正予算（５件） ・
条例制定（３件） ・ 条例改正（１件） ・
規約変更（１件） ・ 協議会廃止（１件） ・
契約議決（２件） ・ 意見書（２件）    
計１６件  
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2021年（令和３年）２月　王寺町議会だより　第136号

本会議場・委員会室における
新型コロナウイルス感染症対策

本会議トピックス

選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法の改正を求める意見書
　現行の民法では夫婦別姓での婚姻が認められないため、望まぬ改姓、通称使用などによる不利益・不都合を強い
られています。婚姻の際、実際には 96％が夫の姓になっているのは間接的な女性差別であり、夫婦同姓の強制は、
両性の平等と基本的人権を掲げた憲法に反します。
　別姓を望む人に、その選択を認める選択的夫婦別姓制度の導入を求める声はますます切実で、提訴が相次ぎ、世
論調査でも賛成が反対を上回っています。女性のみに適用される再婚禁止期間の廃止も、緊急の課題です。
　2015 年12 月、最高裁判所は「夫婦同姓の強制は合憲」という不当判断を示しましたが、制度のあり方については
国民の判断、国会に委ねるべきだと強調しており、一日も早い国会の対応が求められます。
　国連女性差別撤廃委員会は、日本政府に対して民法の差別的規定の廃止を繰り返し勧告し、2016 年 3 月には、
最高裁判所の判断にかかわらず、現行民法の規定は差別的であるとして、あらためて早急な是正を勧告しています。
　国に対して夫婦別姓を選べる制度を取り入れる民法の改正を行うことを強く要望します。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。

令和２年１２月１５日
王 寺 町 議 会

意見書提出先 ： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣　

小中学校全学年での少人数学級の実現と、
特別支援学校における設置基準を設けることを求める意見書

　教職員体制の整備を図り、少人数学級のもと、子ども達に寄り添った、きめ細かな教育が求められています。児童
生徒の実態や地域の実情に応じた柔軟な学級編成や教職員配置ができるよう、さらなる定数の確保・充実が望まれ
ます。
　新型コロナウイルス感染症拡大のもとで、３ヶ月にもわたる学校の休業により、学校再開後は長く続いた休業によっ
て、「学校に行けない」「外で遊べない」「勉強が心配」など、子どもたちの不安が強まっていることが、国立成育医療
研究センターの「コロナ×こどもアンケート」などで明らかになっています。学校再開後の子どもたちの不安を受け止
める手厚い教育が求められています。また、学校再開直後の一時期だけは分散登校であったが、通常人数授業にもどり、
ソーシャルディスタンスの確保が求められながら、40 人学級編制（法律上は小学校 1年生のみ 35 人）のもとで「密」
なクラスも多く、子ども、保護者、教師も不安とストレスを感じながらの学校生活となっています。
　また、近年「過密化」が大きな課題になってきた特別支援学校では、教師の目が行き届きにくくなるなど、命の危険
と隣り合わせになっている状況にあり、児童生徒や教師にも大きな重圧となっています。
　こうした状況下にあって、７月３日には全国知事会、全国市長会、全国町村会など地方三団体が、「現在の 40 人学
級では、感染症予防のために児童・生徒間の十分な距離を確保することが困難」として、「少人数学級の実現へ教員
の確保がぜひとも必要」と求めた提言を発表しました。７月30 日には全国連合小学校長会、全日本中学校長会、全
国高等学校校長協会、全国特別支援学校長会の４会長がそろって、きめ細かな指導が可能になる少人数学級の検討
を文部科学省に求めました。文部科学大臣も「少人数の有効性を深掘りしたい」（７月２２日衆議院文部科学委員会）
と義務教育標準法の見直しに前向きな発言をしています。
　教員の配置を大幅に増やすことは、子ども達に寄り添った、きめ細かな教育の実現には欠かせないものです。
　よって、政府および国会は、小中学校の全学年での少人数学級を早急に実現されるとともに、特別支援学校におけ
る過密化解消を念頭に設置基準を設けることを求めます。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

令和２年１２月１５日　　　　　
王 寺 町 議 会

意見書提出先 ： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣

■本会議において、下記の意見書の提出が可決されました。意 見 書

 ➡地方公共団体の公益に関する事件に関し、議会が地方公共団体の機関とし
ての議会の意思を意見としてまとめたもの。議会は、当該地方公共団体の公益
に関する事件につき、意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。
【参考】地方自治法第９９条（意見書の提出）

普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事
件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。

〇休憩時間での換気及び消毒
〇傍聴者の制限と検温の実施
 （本会議場は、１０席以内〔通常３６席〕、
　委員会室は、５席以内〔通常１２席〕に制限）
〇案件に応じた理事者（町職員）の出席に限定
〇マスクの着用及び手指消毒の徹底
〇供用マイク用カバー及び消毒液の設置
〇飛散防止用アクリル板の設置
 （本会議場）
〇議会インターネット中継の視聴を推進
 （本会議） 

意見書とは？

飛散防止用アクリル板

解体前の第１分団屯所（久度１丁目）
（令和３年６月竣工予定）

傍聴者用手指消毒液

マイクカバー・マイク用消毒液

傍聴者用体温計

新型コロナウイルス感染症対策のおもな取り組みをご紹介いたします。

第1回臨時会
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【令和３年 第１回臨時会】
会　期

令和３年１月２９日（1日間）
契約議決（１件）
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歳入歳出予算の総額にそれぞれ 2 億 5 千 402 万 8 千円を増額し、総額を166 億 6 千 593 万円とするもの
（主なものは下記のとおり）

・町が実施する事業に対する国の支援について、令和３年度から、「町が策定する地域計画に基づき実施される
取組または明記された事業であること」を交付要件とすることが検討されている

・これを踏まえ、町が実施する様々な分野の計画等をリスクマネジメントの観点から補完する計画として策定

・現在の「第１分団屯所」（久度１丁目）と「久度の家」は耐震基準を満たしていないため、これら２つの複合型
施設として、新たに整備するもの

・施設概要（合計延床面積：182.7 ㎡）
 　１階：150.3 ㎡（詰所・会議室※久度の家のスペースを確保）、２階：32.4 ㎡（休憩室・倉庫）、駐車場（約５台分）
・地質調査の結果、軟弱地盤が判明したため、地盤改良杭の施工と計画地盤を上げる造成工事等を施工予定
・令和３年６月竣工予定（令和３年１月下旬：解体撤去工、２月中旬：建築工事開始）※ 久度の家の解体は行わない

・幼稚園、小学校、中学校における感染防止対策（通園バスの乗車人数の制限、ソーシャルディスタンスの確保、
手洗いの励行、体調管理カードによる健康観察、給食時に前を向き静かに喫食する指導など）

・ 「運動会」は運動場が密集・密接状態にならないように、実施時間を短縮するなどを行い実施
・小学校の「修学旅行」は感染防止対策を講じ実施（中学校は中止）
・公共施設における感染防止対策として、ソーシャルディスタンスの確保などの取組みを実施

・やわらぎ会館及び文化福祉センターの空調設備の老朽化に伴う更新工事
・事後審査型条件付一般競争入札を実施（１２月２日）し、３社応札の結果、クウケン株式会社奈良営業所が落札
・１億５千７６３万円（消費税額込み）で仮契約（１２月１５日の本会議最終日に議案を提出され可決し本契約済み）

・学校の臨時休業等の緊急時における ICT を活用した学習環境を整備するため、児童生徒・教職員用端末及
び授業支援システム等を購入するもの（端末購入台数 ２,170 台）

・指名競争入札を実施（１２月４日）し、２社応札（指名業者５社のうち、辞退３社）の結果、株式会社大崎コ
ンピュータエンヂニアリング大阪支店が落札

・１億１千６４９万円（消費税額込み）で仮契約（１２月１５日の本会議最終日に議案を提出され可決し本契約済み）

〔１次分〕
　「冒険の森 in おうじ」利用料半額助成（町内在住の小学生から高校生とその保護者が対象）の状況

・利用者数５４４人（１１月３０日時点）
・助成対象期間を令和３年３月３１日までに延長し、できるだけ多くの方に利用していただけるよう再度周知する

〔２次分〕
　①遠隔・オンライン学習の環境整備・GIGA スクール構想への支援事業

・令和２年度までに端末を整備し、令和４年４月の義務教育学校開校までの間、普通教室でも柔軟に端末を活用
できるよう検討

　②避難所における感染拡大防止対策（備品・物品の調達）
・１１月末時点で、ほぼ納品済みで、現在、不足しているものは早期に各避難所に配備する

【趣旨】
社会潮流が変化する中にあっても、地域における様々な課題を克服していくには、「町民（※）」「議会」

「行政」がそれぞれの役割を担いながら協働で取り組んでいく必要がある。そこで「参画と協働の
まちづくり」を推進していくための基本ルールを条例で定めるもの
※「町民」…町内に居住する者、町内で学ぶ者、働く者及び町内で事業を営むなど活動を行うもの

【主な内容】
・基本原則として、「参画と協働の推進」「情報の共有」など 5 項目を規定
・まちづくりの担い手である「町民の権利と責務」、「議会と行政の責務」を規定
・こどもがまちづくりに参画する権利を有することを規定
・総合計画の策定、それに基づく事業の評価及び検証には、幅広く町民の参加を得て行うことを規定
・災害への危機管理を規定（行政は危機管理体制を整備、町民は平時から防災への積極的な取組

に努める）
・住民自治のひとつの仕組みとして「まちづくり協議会」を設置できることを規定
・広く住民の意思を直接問う必要があるときには、町民は「住民投票」を実施できることを規定

【施行期日】　令和３年４月１日

【補正予算】【報　　告】

【規約変更】

【条例制定】

令和２年度王寺町一般会計補正予算（第９号）王寺町国土強靭化地域計画の策定について

王寺町防災拠点施設（第１分団屯所）整備工事について

学校・公共施設における新型コロナウイルス感染症防止対策の状況について

王寺町やわらぎ会館他空調設備改修工事の契約について

王寺町立小中学校GIGAスクール学習用端末等の購入契約について

「地方創生臨時交付金」充当事業の進捗状況について　※ 前号で「完了」報告したものを除く

王寺町まちづくり基本条例の制定

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【趣旨・主な内容】
公職選挙法の一部改正により、町議会議員及び町長の選挙において、選挙運動用自動車の使用、
選挙運動用ビラの作成及び選挙運動用ポスターの作成について、公費負担とすることを定めるもの

【施行期日】　公布の日

【趣旨・主な内容】
消防体制の充実強化と財政基盤の安定を図ることを目的とした「奈良県広域消防組合」の全体
統合に向け、組合組織の再編（１１区分➡７区分）と分担金の負担方法を共通経費化（消防署所
属負担方式の廃止）するため規約を変更するもの

【施行期日】　令和３年４月１日

王寺町議会議員及び王寺町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の制定

奈良県広域消防組合規約の変更 【全会一致　可決】

【歳入】
・緊急防災・減災事業債（1 億 7 千 350 万円）
・緊急自然災害防止対策事業債（8 千 200

万円）など

【歳出】
・泉の広場防災公園整備〔用地・補償費〕（1 億 3

千万円）
・明神山参道改修整備（8 千 200 万円）
・地域交流センター避難所用ガス供給パイプ緊急

遮断弁移設工事負担金（2 千 575 万 4 千円）
・第 1分団屯所建築（1千 784 万円）
・特別定額給付金（▲1千 927 万 8 千円）
・王寺ミルキーウェイ補助金（▲1千万円）など

落札金額については企業努力によるものであり、設計金額に問題
はなく、今後施工管理業務を徹底し、計画どおり工事を進めていく。

設計金額と比べ落札金額が低額である理由は ?

（抜粋）
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【補正予算】

【条例制定】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ２７７万３千円を増額し、総額を２３億３千７７万３千円とするもの
　〔歳出〕  国民健康保険事業費納付金（１９６万円）、基金積立金（５５万９千円）、葬祭費（２４万円） など
　〔歳入〕  国民健康保険税（▲５３３万４千円）、国庫支出金（３２０万円）、県支出金（２３７万４千円）など

〔収益的支出〕補正前の予算額に６６４万円を増額し、総額を９億５千５１３万９千円とするもの
　　　　　　・漏水調査実施に伴う修理箇所の増による増額　

〔資本的支出〕補正前の予算額に４千４７４万円を増額し、総額を２億６千９９６万１千円とするもの
　　　　　　・水道施設整備に係る諸経費率の改定及び下期発注工事の内容の見直しに伴う増額

歳入歳出予算の総額にそれぞれ２４５万４千円を増額し、総額を３億９千７４５万４千円とするもの
　〔歳出〕  後期高齢者医療広域連合納付金（209 万１千円）、システム改修費（36 万３千円）　
　〔歳入〕  繰越金（209 万１千円）、繰入金（２９万１千円）、国庫支出金（７万２千円）

〔介護保険事業〕
歳入歳出予算の総額にそれぞれ５千１９８万３千円を増額し、総額を２２億３２１万５千円とするもの
　〔歳出〕  基金積立金 (４千５３８万８千円 )、システム改修費 (８０８万７千円 )、

地域支援事業費 ( ▲１４９万２千円 )
　〔歳入〕  繰入金（６２０万円）、支払基金交付金（１６５万１千円）、国庫支出金（１３５万６千円）など

〔介護サービス事業〕
歳入歳出予算の総額にそれぞれ４３万６千円を増額し、総額を４５４万６千円とするもの
　〔歳出〕  繰出金（４３万６千円）
　〔歳入〕  繰越金（４３万６千円）

【趣旨・主な内容】
森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律が施行され、国から交付される森林環境譲与
税をもとに、本町の森林の整備及び促進に関する施策の財源に充てることができるように基金
を設置するため定めるもの

【施行期日】　公布の日

【趣旨・主な内容】
平成３０年度税制改正により、給与所得控除・公的年金等控除が１０万円引き下げされるととも
に、基礎控除が１０万円引き上げられることから、国民健康保険税にかかる軽減判定所得基準
について、意図せざる影響や不利益が生じないよう所要の改正を行うもの

〔主な改正内容〕
軽減判定所得基準の見直し

令和２年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和２年度王寺町水道事業会計補正予算（第３号）

令和２年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和２年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第３号）

王寺町森林環境基金条例の制定

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

改正前 改正後

７割軽減基準額 基礎控除額 ３３万円 基礎控除額 4３万円＋
１０万円×（給与所得者等の数－１）

５割軽減基準額 基礎控除額 ３３万円＋２８万５千円×
被保険者数

基礎控除額 ４３万円＋
２８万５千円×被保険者数＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

２割軽減基準額 基礎控除額 ３３万円＋５２万円×
被保険者数

基礎控除額 ４３万円＋
５２万円×被保険者数＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

〔施行期日〕　令和３年１月１日

〔１次分〕
　①水道料金（基本料金）の減免（７月分～１０月分）　完了
　②テイクアウト、デリバリー等事業者の販売促進支援事業（プレミアム商品券発行）　完了
　③休業等協力金（県の休業要請に応じた町商工会加盟会員で町に納税のある事業者に一律１０万円を支給）　完了
　④商工会員に対する個別相談会の開催（中小企業診断士による各種助成金の申請等の相談）
　　➡２回目の開催日を調整中
　⑤感染防止対策用物品の購入（マスク、手指消毒用アルコール、非接触型体温計、フェイスガードなどの購入）
　　➡今後も必要に応じ購入予定
　⑥タクシー事業者向け新型コロナウイルス感染症対策支援事業（３社に対し５９台分、１４万７千 500 円交付）　完了

〔２次分〕
　①地域振興券の配布にかかる未受領者に対する再通知と町ホームページでの案内　完了
　②新生児への特別定額給付金事業
　　➡８０世帯８１人に一人１０万円を給付。引き続き、出生届受付時に申請を案内

・改めて、各幼稚園 PTA 役員、保護者に再編時期を説明（令和４年４月に 3 園から2 園に再編）
・町立幼稚園の新入園児募集案内や町広報紙に、再編に併せて給食実施など広く周知
・これまでの保護者からの質問等に答えるための「園区の見直しに関する Q&A」を町公式サイトに掲載
・タウンミーティング（１０月）や子ども・子育て会議（１１月）において説明
・町立幼稚園全職員において、就学前教育をさらに充実させるための新たな教育目標や通園バス運行ルートなどを検討

・奈良県、上水道事業を運営する２８市町村、奈良県
広域水質検査センター組合が水道事業の統合に向
けての協議・検討を進めるため、「水道事業等の統
合に関する覚書」を締結予定（令和３年１月）

道路新設改良工事（83％）、舗装新設改良工事（93％）、
道路維持修繕工事（100％）、水路新設改良工事（63％）、
水路維持修繕工事（98％）　全体で 94％の執行率

・ 住民がお互いに支え合いながら、希望や生きがいを持
ち、健やかで心豊かな生活ができる活力ある町を目指す
計画（令和３年度～令和７年度）
・第３次計画の評価としては、健康寿命は男女ともに延伸
しており、引き続き、計画推進にあたっては、ボランティア
組織を中心に、行政・関係機関・関係団体と連携を図る

・ 「住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせるまち」を
基本目標とする計画で、計画策定の趣旨、介護保険法の
主な改正内容、現状分析、介護保険料の設定、継続的な
地域包括ケアシステム及び高齢者の健康寿命の延伸等の
推進するための施策等を盛り込んだ計画

（令和３年１月の策定委員会で審議）

・地域に愛着をもち、このまちで住み続けたいと感じられる
地域づくりを目指すための計画（令和３年度～令和７年度）
・基本目標である、「ふれあい、生きがいをもてる居場所づ
くり」、「地域を支える人づくり」、「助け合い・支え合いのつ
ながりづくり」を達成するための施策等を盛り込んだ計画

（令和３年１月・２月策定委員会で審議）

・ 「人と人がふれあい、みんなでつくるやわらぎのまち」
を基本理念とし、障害福祉サービスにおける提供体制
の整備や目標値を定める計画（令和３年度～令和５年度）
・基本指針の主な改正内容、現状分析、障害福祉サー
ビス等の利用見込み、成果目標等が盛り込まれ、新た
な成果目標として、「相談支援体制の充実・強化等」、「障
害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る
体制の構築」を追加（令和３年２月の策定委員会で審議）

（下水道事業）
・汚水２１－３－５号線管渠築造工事 ( 畠田４丁目 )
　➡１月発注予定

（上水道事業）
・第１浄水場解体撤去工事 ( 元町１丁目 )
　➡９月１５日入札（事後審査型条件付一般競争入札）
　　㈱ピーエス三菱奈良営業所が落札、進捗率約３０％

・張井地区配水管改良工事（仮設・本設）１工区 ( 本町１丁目 )
　➡完了

・張井地区配水管改良工事（仮設・本設）２工区（本町１丁目）
　➡９月１７日入札（指名競争入札）

仮設工事は北川工務店、本設工事は千葉水道工業所
㈱が落札、進捗率約８０％

・本町２丁目地内配水管改良工事（仮設・本設）１工区
　➡１２月２１日入札予定

・本町２丁目地内配水管改良工事（仮設・本設）２工区
　➡１月発注予定

・国道１６８号配水管布設工事（畠田４丁目）
　➡１月発注予定

【報　　告】
「地方創生臨時交付金」充当事業の進捗状況　※前号で「完了」報告したものを除く

町立幼稚園の園区の見直しの進捗状況

県域水道一体化

令和２年度町内要望土木工事の進捗状況

第４次健康増進計画及び食育推進計画骨子案

第８期王寺町介護保険事業計画及び高齢者福祉計画骨子案

第２期王寺町地域福祉計画・地域福祉活動計画骨子案

第６期王寺町障害福祉計画骨子案

令和２年度王寺町公共下水道事業・上水道事業の進捗状況

更新実績については、対象施設、実績年数、投
資額実績等を考慮し、今後、協議のうえ定める。

施設の整備方針で関係団体の更新実績を保
証するとあるが、その意味は？

（抜粋）
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町
長　

平
成
25
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
の

雪
丸
関
連
の
総
事
業
費
は

９
千
５
百
万
円
で
、
う
ち
、

５
千
３
百
万
円
が
町
の
一
般

財
源
で
す
。
主
な
事
業
と

し
て
は
、

●
雪
丸
ロ
ー
ド
に
３
千
７

雪
丸
が
王
寺
町
の
活

性
化
や
観
光
Ｐ
Ｒ
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ

ろ
で
す
。
一
方
で
「
雪
丸
に

お
金
を
使
い
す
ぎ
」
と
い
っ

た
声
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
雪
丸
に

使
わ
れ
た
経
費
と
財
源
の

雪
丸
事
業
の
財
源
と
今
後
の
活
用

女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推
進

に
関
す
る
法
律
第
15
条
に

基
づ
き
策
定
さ
れ
た
「
女

性
職
員
の
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
特
定
事
業
主
行
動

計
画
」
は
、
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
の
５
年
間
が
計

画
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
女

王
寺
町
に
お
け
る
女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進

に
関
す
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て

今
後
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
取
り
組
む

一
般
財
源
で
約
５
千
３
百
万
円
を
支
出

試
算
で
は
、
１
億
円
以
上
の
経
済
効
果

性
職
員
の
活
躍
に
向
け
た

体
制
整
備
、
数
値
目
標
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
進
捗
状
況
と
、
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

進
捗
状

況
で
は
、
◦
管
理
職

の
女
性
職
員
の
割
合
は
目

標
の
25
％
を
３
・
２
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
。
◦
時
間
外
勤

務
は
年
々
増
加
し
、
こ
の

解
消
と
業
務
増
に
対
応
す

る
た
め
職
員
を
採
用
し
て

い
る
。
◦
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
は
概
ね
目
標
を
達
成

し
た
。
男
性
職
員
の
配
偶

者
出
産
休
暇
・
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
の
取
得
割

一 般 質 問

説
明
を
求
め
ま
す
。

百
万
円
（
う
ち
県
の
補
助

金
が
１
千
２
百
万
円
）

●
り
ー
べ
る
５
階
雪
丸
ミ
ニ

プ
ラ
ザ
に
６
百
万
円
（
全
額

が
国
か
ら
の
交
付
金
）

●
動
画
『
雪
丸
散
歩
』
制
作

に
１
千
１
０
０
万
円
（
全
額

が
国
か
ら
の
交
付
金
）
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
調
査
会
社
の
博
報
堂

に
よ
る
と
経
済
効
果
は
１

億
円
以
上
と
さ
れ
、
町
の
一

般
財
源
の
約
２
倍
の
効
果

が
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
も
活
用
さ
れ
、
雪

丸
ワ
イ
ン
で
は
約
５
百
万

円
、
雪
丸
フ
ラ
イ
パ
ン
で
は

約
３
千
８
百
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

合
は
、
50
％
と
改
善
し
た
。

　

今
後
も
本
計
画
に
掲

げ
る
取
組
み
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。具
体
的
に
は
、

◦
人
事
担
当
と
女
性
職
員

と
の
意
見
交
換
の
場
を
設

け
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
に
つ
と
め
る
。
◦

自
己
啓
発
や
研
修
参
加
な

ど
幅
広
い
経
験
や
能
力
の

習
得
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
対

す
る
支
援
を
行
う
。
◦
毎

週
水
・
金
曜
日
の
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
推
進
、
早
期
退

庁
の
勧
奨
の
ほ
か
、
職
務

①
畠
田
駅
前
線
整
備

事
業
の
今
年
度
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
今
後

の
国
庫
補
助
金
が
減
少
し

な
い
か
。
本
事
業
の
今
後
の

展
望
を
伺
う
。

畠
田
駅
前
線
整
備
事
業
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
に
供
用
開
始
で
き
る
よ
う

に
全
力
で
推
進
す
る

理
事　

①
今
年
度
当

初
に
予
定
し
て
い
た

補
償
契
約
15
件
の
内
、
既

に
13
件
の
契
約
を
終
え
て

い
る
。
全
体
の
用
地
取
得
の

進
捗
率
は
約
30
％
で
あ
る
。

②
本
事
業
の
内
示
率
は
、

平
成
30
年
度
で
は
３
％
、
令

和
元
年
度
で
は
12
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
が
、
積
極
的

な
要
望
活
動
を
重
ね
た
結

果
、
令
和
２
年
度
は
70
％

と
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、

補
助
金
が
要
望
ど
お
り
に

つ
か
な
い
場
合
に
お
い
て

も
、
町
に
代
わ
っ
て
土
地
開

発
公
社
が
先
行
取
得
を
行

い
、
補
助
金
が
確
保
で
き

た
時
点
で
、
町
が
土
地
開

発
公
社
か
ら
買
い
戻
す
と

（質問議員　９名）

令和２年第４回定例会
（令和２年１２月８日）

一般質問要旨

３月8日（月）
	13時30分	 議会運営委員会
	14時00分	 本会議（施政方針、議事上程等）
３月9日（火）
	 9時30分	 本会議（一般質問）
３月10日（水）
	 9時30分	 総務文教常任委員会
	13時30分	 くらし環境常任委員会
３月12日（金）・15日（月）
	 9時30分	 当初予算審査特別委員会
３月15日（月）
	13時30分	 義務教育学校の設置検討調査研究特別委員会
３月19日（金）
	 9時30分	 議会運営委員会
	10時00分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

３月議会を開催します
（令和3年第1回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の
要旨を掲載いたします。なお、右
記のＱＲコード読み取りアクセ
スいただきますと、一般質問の
録画映像を視聴することがで
きます。

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。
若林 かずみ 議員

（無所属）

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用、検温にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）

②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）

③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用下さい。（検索方法はP15を参照願います。）

－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－

玉守 数叔 議員
（無所属）

坂下 早苗 議員
（公明党）

い
う
手
法
が
と
れ
る
。
事

業
認
可
期
間
で
あ
る
令
和

６
年
度
に
は
供
用
開
始
が

で
き
る
よ
う
に
、
全
力
で
こ

の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

①
本
町
職
員
の
最
近

の
人
事
異
動
や
休
職

者
の
状
況
を
伺
う
。
②
本

町
の
人
材
育
成
や
職
場
環

境
等
に
つ
い
て
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

①
令
和

２
年
度
の
異
動
者
数

は
51
人
、
う
ち
年
度
当
初

の
４
月
１
日
付
が
33
人
、
約

７
割
で
あ
っ
た
。
年
度
当
初

以
外
の
異
動
の
主
な
理
由

は
、
新
規
採
用
職
員
の
配

置
に
伴
う
異
動
、
退
職
や

病
気
休
暇
等
に
伴
う
異
動

で
あ
る
。最
近
の
休
職
者
は
、

年
度
当
初
の
４
月
１
日
時

点
で
は
８
人
で
、
う
ち
精
神

疾
患
な
ど
の
病
気
休
職
者
、

育
児
休
業
者
が
と
も
に
４

人
で
あ
っ
た
。
職
場
環
境

の
改
善
と
し
て
、
業
務
の

増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、

積
極
的
に
職
員
を
採
用
し
、

職
員
数
は
、
今
年
度
当
初

で
１
７
１
人
と
、
平
成
25
年

度
当
初
の
１
４
１
人
に
比

べ
30
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
。
②
こ
れ
ま
で
の
人
材
育

成
は
、
主
に
役
場
内
で
の
Ｏ

Ｊ
Ｔ
や
人
事
評
価
制
度
を

中
心
に
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
充
実
や

外
部
研
修
へ
の
派
遣
な
ど
、

必
要
な
研
修
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
て
、
職
員
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
雪
丸
活
用
の

展
望
に
つ
い
て

町
長　

観
光
振
興
以

外
の
多
方
面
で
の
活

用
も
考
え
て
い
ま
す
。
ひ
と

つ
は
、
障
害
の
あ
る
方
や
高

齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
補

助
犬
の
育
成
や
活
動
支
援

等
、
社
会
貢
献
や
福
祉
で

の
活
用
で
す
。
ま
た
、
わ
ん

わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
雪
丸
隊

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
お
お
さ
か
東
線
・
大

和
路
線
に
雪
丸
デ
ザ
イ
ン

の
電
車
を
走
ら
せ
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
雪
丸
隊
に
つ
い
て

住
民
福
祉
部
長　

登

下
校
時
に
合
わ
せ
て

犬
の
散
歩
を
し
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
の
見
守
り
や

防
犯
活
動
を
兼
ね
て
い
た

だ
く
取
組
み
で
す
。
登
録

者
に
、
雪
丸
グ
ッ
ズ
（
シ
ョ

ル
ダ
ー
エ
コ
バ
ッ
ク
、
旗
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）を
配
布
し
、

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
雪

丸
隊
と
わ
か
る
よ
う
に
犬

の
散
歩
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
住
民
皆
様
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

執
行
体
制
や
業
務
配
分
の

見
直
し
を
定
期
的
に
行
う
。

◦
家
事
・
育
児
・
介
護
等
、

各
種
両
立
支
援
制
度
の
周

知
徹
底
を
行
う
な
ど
取
得

し
や
す
い
職
場
環
境
に
つ

と
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女

性
職
員
の
活
躍
の
場
の
拡

大
に
向
け
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
要
望
】

女
性
活
躍
の
推
進
、
男
女

共
同
参
画
の
実
現
へ
更
な

る
取
組
み
を
要
望
す
る
。
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町
内
の
施
設
使
用
料

が
平
成
31
年
４
月

１
日
以
降
の
施
設
使
用
申

請
分
か
ら
見
直
し
が
行
わ

れ
、
や
わ
ら
ぎ
会
館
に
お

い
て
も
営
利
利
用
の
区
分

が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
ピ
ア
ノ
教
室
の
発

表
会
が
営
利
利
用
と
位
置

教
育
長　

①
条
例
改

正
に
よ
り
、
営
利
活

動
を
行
う
者
が
事
業
の
一
環

と
し
て
使
用
す
る
場
合
と

明
記
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ピ

ア
ノ
教
室
の
発
表
会
は
営

利
と
な
っ
た
。
②
施
設
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
条
例
改

正
の
目
的
の
と
お
り
、
ま

ず
は
町
主
催
で
行
う
自
主

事
業
や
文
化
協
会
主
催
の

事
業
を
は
じ
め
、
町
内
各

種
団
体
の
活
用
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
さ
ら
な
る
稼
働

率
の
向
上
に
向
け
て
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
も
利
用

し
て
も
ら
う
よ
う
、
検
討

を
重
ね
て
い
る
。

　

ホ
ー
ル
利
用
者
か
ら
の

意
見
や
他
館
の
状
況
も
踏

ま
え
、
町
内
の
方
々
は
も

と
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

成
果
発
表
の
場
な
ど
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
方
が
利

用
し
や
す
く
な
る
た
め
の

方
策
を
検
討
し
、
例
え
ば
、

町
長　

駅
や
バ
ス

停
ま
で
距
離
が
あ

り
、
あ
る
い
は
坂
道
で
あ
る

と
か
徒
歩
で
移
動
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
タ
ク

シ
ー
は
細
や
か
に
対
応
で

き
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
概
ね

王
寺
町
は
坂
道
が
多
い
地

域
が
多
い
と
い
う
こ
と
か

ら
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
日
々

の
買
い
物
へ
の
対
応
に
配
慮

し
て
い
く
。
例
え
ば
地
区
を

限
定
し
て
タ
ク
シ
ー
優
待

券
の
枚
数
の
拡
充
や
、
移

動
ス
ー
パ
ー
の
運
行
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
実
態
に

合
っ
た
形
で
さ
ら
に
検
討

を
深
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
外
出
支
援

と
し
て
、
や
わ
ら
ぎ

の
手
帳
優
遇
措
置
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
本

事
業
だ
け
で
は
、
路
線
バ

ス
の
走
行
が
な
く
、
買
物

は
王
寺
駅
に
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
藤
井
地
区
の
高
齢

者
の
移
動
手
段
を
確
保
し

付
け
ら
れ
使
用
料
が
値
上

げ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
般

利
用
さ
れ
て
い
た
ピ
ア
ノ

（
ボ
ス
ト
ン
ピ
ア
ノ
）
が
い

ず
み
ス
ク
エ
ア
の
ホ
ー
ル

に
移
さ
れ
た
結
果
、
や
わ

ら
ぎ
会
館
は
、
使
用
料
の

高
い
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ

ア
ノ
の
み
と
な
っ
た
。
そ

き
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
藤

井
地
区
か
ら
三
郷
駅
ま
で
は

約
１
キ
ロ
あ
り
、
高
齢
者
が

買
物
を
し
た
も
の
を
持
っ
て

帰
路
を
歩
く
に
は
３
０
０
ｍ

～
５
０
０
ｍ
が
限
度
と
い
わ

れ
て
い
る
。
交
通
権
を
保
障

す
る
た
め
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
実
施
を
。

就
学
援
助
制
度
の
お

知
ら
せ
は
、
入
学
案

内
と
一
緒
に
案
内
さ
れ
て
い

る
他
、「
王
伸
」
や
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
申
請
は
年
度
途
中
で

も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
突
然
、
生
活

困
窮
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
た

教
育
総
務
部
長　

泉

の
広
場
防
災
公
園
整

備
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
機

能
を
併
せ
持
っ
た
町
の
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
、

い
ず
み
ス
ク
エ
ア
と
一
体
性
の

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

や
わ
ら
ぎ
会
館
の

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
使
用
に
つ
い
て

泉
の
広
場
防
災
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

公
共
交
通
空
白
地
域
の
藤
井
地
区
な
ど
、
高
齢
者

の
移
動
の
確
保
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
施
を

年
度
途
中
で
も
申
請
可
能
の
案
内
を

全
保
護
者
に
通
知
・
町
広
報
紙
に
掲
載

よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
し
や
す
く
な
る

方
法
を
検
討
し
、
３
月
議
会
で
報
告
す
る

令
和
５
年
度
の
県
道
の
整
備
に
併
せ
、

防
災
公
園
の
完
成
を
目
指
す

高
齢
者
の
日
常
生
活
の

　
　
　

支
援
の
あ
り
方
を
研
究
す
る

あ
る
整
備
事
業
で
あ
り
、
有

事
の
際
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
離

着
陸
で
き
る
輸
送
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
持
っ
た
防
災
公

園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。

①
令
和
２
年
７
月
に
整
備
工

事
に
係
る
設
計
業
務
に
着
手

し
、
完
了
は
令
和
３
年
１
月

末
を
予
定
。
ま
た
、
整
備
に

必
要
な
土
地
（
５
地
権
者
、

12
筆
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
６
月
か
ら
随
時
、
用
地
取

得
に
か
か
る
交
渉
を
行
っ
て
い

る
。
補
償
物
件
（
倉
庫
な
ど

泉
の
広
場
公
園
は
、

防
災
拠
点
施
設
「
い

ず
み
ス
ク
エ
ア
」
と
一
体
的

な
活
用
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
地
震
発
生
時
の
避
難

場
所
と
し
て
の
機
能
を
強

化
し
、「
防
災
公
園
」
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
今

年
度
は
、
そ
の
機
能
の
よ

り
詳
細
な
設
計
、
用
地
買

収
に
向
け
た
建
物
補
償
調

査
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る

が
、
①
現
在
の
進
捗
状
況

②
令
和
５
年
度
の
完
成
に

向
け
、
隣
接
す
る
「
都
市

計
画
道
路
元
町
・
畠
田
線
」

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の

整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ

小山 郁子 議員
（日本共産党）

教
育
総
務
部
長　

就

学
援
助
認
定
者
数
は

過
去
３
年
間
で
全
児
童
生

こ
で
次
の
２
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
な
ぜ
、
ピ
ア
ノ
発
表
会

が
営
利
な
の
か
。

②
や
わ
ら
ぎ
会
館
で
は
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
使
用
料

が
高
く
な
っ
た
う
え
に
、
使

用
料
の
高
い
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
ピ
ア
ノ
し
か
な
く
利
用

め
、
年
度
途
中
で
も
申
請

可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
就
学

援
助
制
度
に
つ
い
て
学
校
、

広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
等
で
早
急
に

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

徒
数
の
約
10
％
の
１
９
０

人
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

本
年
度
、
所
得
が
認
定

限
度
額
を
超
え
不
認
定
と

な
っ
た
方
は
６
名
お
り
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
所
得
の
減

少
等
、
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
、
ご
相
談
い
た
だ

く
よ
う
伝
え
て
い
る
。ま
た
、

年
度
途
中
の
申
請
に
よ
り

認
定
し
た
方
は
３
人
。
年

度
途
中
の
申
請
可
能
で
あ

る
案
内
チ
ラ
シ
を
12
月
４

日
ま
で
に
全
保
護
者
へ
配

布
済
み
で
あ
り
、
12
月
第

３
週
発
行
の
「
王
伸
」
に
も

掲
載
し
周
知
徹
底
を
図
る
。

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
環
境
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

５
件
）
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

委
託
業
者
が
決
定
し
て
お
り
、

12
月
中
旬
よ
り
順
次
調
査
に

着
手
し
、
令
和
３
年
１
月
上

旬
に
は
調
査
を
終
え
、
結
果

を
精
査
し
た
上
で
、
各
地
権

者
へ
補
償
額
を
提
示
し
交
渉

を
進
め
る
。
ま
た
、
有
利
な

財
源
確
保
の
た
め
、
令
和
２

年
度
内
に
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
本
議
会
で
、
用
地
購
入

費（
１
億
円
）、補
償
費（
３
千
万

円
） 

を
補
正
計
上
し
、
全
体
工

事
費
概
算
額
（
５
億
５
千
万

円
）
の
債
務
負
担
行
為
の
補

正
を
お
願
い
し
て
い
る
。

②
県
に
お
い
て
道
路
の
設
計

業
務
は
完
了
し
、
町
は
そ
れ

を
反
映
し
た
公
園
の
実
施
設

計
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、

県
高
田
土
木
事
務
所
と
連
携

を
図
り
、
共
に
用
地
取
得
を

進
め
、
令
和
５
年
度
の
県
道

の
整
備
に
合
わ
せ
、
防
災
公

園
の
完
成
を
目
指
す
。

【
要
望
】
国
道
、
県
道
、
防

災
公
園
の
整
備
計
画
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
完
成
形
を
示
し
て

も
ら
う
説
明
会
の
開
催
。

鎌倉 文枝 議員
（無所属）

北村 達夫 議員
（無所属）

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

県
域
水
道
一
体
化
に

つ
い
て
①
水
道
事
業

等
の
統
合
に
関
す
る
覚
書

に
調
印
す
る
の
か
。
②
約

14
億
円
の
留
保
資
金
の
活

用
は
。
③
老
朽
管
の
更
新

計
画
は
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

①
上
水
道
の

安
定
供
給
と
将
来
的

に
水
道
料
金
上
昇
の
抑
制
、

施
設
の
更
新
に
お
い
て
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら

調
印
を
考
え
て
い
る
。
② 

統
合
ま
で
の
老
朽
管
の
更

新
費
用
、
第
一
浄
水
場
の
解

体
、
大
和
川
の
取
水
・
導
水

施
設
・
設
備
等
の
解
体
費

用
に
充
当
。
③
Ｈ
25
年
に

策
定
し
た
が
、
Ｈ
30
年
１

月
の
県
水
１
０
０
％
配
水
に

伴
い
配
水
経
路
の
変
化
や

水
圧
変
動
等
の
理
由
で
計

画
を
一
部
見
直
し
、
交
付
金

を
活
用
し
な
が
ら
前
倒
し
、

老
朽
管
路
の
更
新
を
実
行
。

今
後
、
新
た
な
更
新
管
路

を
追
加
し
た
計
画
を
策
定

し
、
更
新
ペ
ー
ス
を
上
げ
て

進
め
て
い
く
。

①
コ
ロ
ナ
禍
で
住
宅

に
困
窮
す
る
人
に
町

営
住
宅
の
積
極
的
活
用
を
。

②
町
営
桃
山
住
宅
は
公
共

施
設
等
整
備
総
合
管
理
計

画
に
お
い
て
検
討
対
象
と

理
事　

①
今
後
、
町

内
の
住
民
ま
た
は
、

在
勤
者
よ
り
、
コ
ロ
ナ
を
理

由
と
し
た
入
居
の
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
県
営

住
宅
の
入
居
条
件
に
準
じ

た
形
で
受
入
れ
を
行
っ
て
い

く
。

②
町
営
桃
山
住
宅
は
現
状

維
持
を
基
本
と
し
た
上
で
、

高
齢
者
世
帯
や
若
者
世
帯

さ
れ
て
い
る
が
、
住
宅
困

窮
者
が
今
後
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
な
か
、
現
状
確

保
で
存
続
さ
れ
る
べ
き
。

る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体

で
あ
る
県
高
田
土
木
事
務

所
と
の
協
議
状
況
を
伺
う
。

等
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

改
修
を
図
り
、
施
設
の
長

寿
命
化
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。

減
免
基
準
を
見
直
す
な
ど
、

３
月
議
会
で
お
示
し
す
る
。

　

今
後
、
町
内
各
施
設
の

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の

立
地
や
特
性
を
活
か
し
た

役
割
分
担
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
効
率
的
な
施
設

運
営
に
向
け
た
必
要
な
施

設
整
備
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
年
次
的
に
計
画

を
立
て
て
実
施
し
て
い
く
。
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令
和
元
年
６
月
か
ら

健
康
の
保
持
増
進
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護

予
防
を
目
的
に
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
（
町
の
検
診

を
受
診
し
た
り
、
万
歩
計

等
を
使
用
し
、
歩
く
こ
と

で
ポ
イ
ン
ト
を
得
て
、
集

め
た
ポ
イ
ン
ト
を
町
指
定

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

「
安
全
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
ポ
イ

ン
ト
」
の
周
知
・
啓
発
を
実
施

住
民
福
祉
部
長
　
①

令
和
２
年
６
月
か
ら

１１
月
の
実
績
で
、
延
べ
参

加
人
数
（
２
６
０
人
）、
商

品
券
の
発
行
枚
数
（
３
５
７

枚
）、
使
用
枚
数
（
38
枚
）

で
あ
っ
た
。
昨
年
度
同
時
期

と
比
べ
、
延
べ
参
加
人
数

（
▲
１
１
１
人
）、
商
品
券
の

発
行
枚
数
（
▲
１
７
１
枚
）、

使
用
枚
数
（
▲
２
５
１
枚
）

と
減
少
し
た
。
そ
の
主
な

理
由
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き

く
、
外
出
自
粛
に
よ
る
も

の
、
特
定
健
康
診
査
等
が

中
止
ま
た
は
年
度
後
期
に

遅
ら
せ
た
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

②
「
安
全
に
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
」
の
周

の
店
舗
で
商
品
券
と
交
換

で
き
る
事
業
）
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
２

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
直
近
の
「
延
べ
参
加
人

数
」、「
商
品
券
の
発
行
枚
数

と
使
用
さ
れ
た
枚
数
」
に

つ
い
て

②
コ
ロ
ナ
禍
で
安
全
に
継

一 般 質 問

災
害
時
応
援
協
定

と
は
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
甚
大
な
被
害

が
あ
っ
た
場
合
、
災
害
応

急
対
策
及
び
復
旧
対
策
が

円
滑
に
遂
行
で
き
る
よ
う

に
相
互
の
援
助
活
動
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。
大
規
模
な
災

本
町
の
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て

現
在
、
合
計
23
の
企
業
や
団
体
と
協
定

を
締
結
済
み

害
が
発
生
し
た
場
合
、
町

及
び
防
災
関
係
機
関
の
み

の
対
応
で
は
住
民
の
生
命

を
守
り
、
財
産
の
保
護
等

の
活
動
に
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
他
自
治
体
や
民
間

企
業
等
と
各
種
の
災
害
時

応
援
協
定
を
締
結
し
て
お

知
・
啓
発
を
実
施
。

〇
自
身
に
よ
る
体
調
チ
ェ
ッ

ク
で
発
熱
な
ど
、
普
段
と

体
調
が
異
な
る
時
は
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
な
い
。

〇
人
と
人
の
距
離
を
確
保
、

マ
ス
ク
着
用
（
熱
中
症
防

止
の
観
点
か
ら
２
ｍ
以
上

離
れ
て
い
る
時
は
マ
ス
ク
を

は
ず
し
て
も
よ
い
。）、
手
洗

い
・
手
指
消
毒
を
す
る
。

〇
「
三
密
」
を
避
け
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
広
報
し

周
知
・
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

総
務
部
理
事　

①
平

成
19
年
10
月
に
王
寺

町
建
設
業
協
会
と
の
間
で

始
め
て
、
災
害
時
等
に
お

け
る
緊
急
対
応
業
務
に
関

す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
、

現
在
ま
で
13
年
間
で
合
計

23
の
企
業
や
団
体
と
協
定

を
締
結
。
支
援
の
内
容
と

し
て
は
、
職
員
派
遣
や
罹

災
証
明
書
発
行
業
務
等
（
大

阪
府
河
内
長
野
市
等
の
府

内
３
自
治
体
・
滋
賀
県
湖

南
市
・
奈
良
県
行
政
書
士

会
）、
避
難
施
設
の
提
供（
西

大
和
学
園
・
王
寺
工
業
高
校
・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
て

ん
と
う
虫
等
）、
生
活
物
資

の
供
給
（
４
団
体
）、
物
資

く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

①
こ
れ
ま
で
の
災
害
時
応

援
協
定
の
状
況
②
今
後
の

災
害
時
応
援
協
定
に
向
け

て
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

の
支
給
（
６
団
体
）
で
締
結

済
み
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
分
散
避
難

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
ニ
チ

ア
ス
㈱
王
寺
工
場
と
み
そ

の
自
治
会
、
古
寺
自
治
会
、

南
駅
前
自
治
会
等
、
同
工

場
周
辺
の
住
民
に
対
す
る
一

時
避
難
場
所
の
提
供
と
し

て
本
年
度
中
の
締
結
を
目

指
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
横

イ
ン
ホ
テ
ル
も
一
時
避
難
協

力
施
設
と
し
て
、
客
室
を

優
先
的
に
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
調
整
中
。

楠本 勝 議員
（無所属）

松岡 まさゆき 議員
（無所属）

医
療
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て

災
害
時
の
炊
き
出
し

等
で
の
ガ
ス
の
使
用

に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

総
務
部
理
事　

大
規

模
災
害
で
は
国
等
で
、

大
き
な
病
院
を
拠
点
病
院

に
指
定
し
、
支
援
を
い
た

だ
け
る
。
町
の
医
師
会
と

も
連
携
す
る
。

総
務
部
理
事　

協
定

締
結
が
可
能
か
も
含

め
協
議
中
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

続
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取

組
み
に
つ
い
て

〔1〕下記のとおり検索してアクセスする方法
検 索　　王寺町議会　➡　王寺町議会/王寺町　
➡ 本会議インターネット中継

〔２〕右記のＱＲコードからアクセスする方法
※上記〔１〕〔２〕によりアクセスすると、王寺町公式サイトの町議会の

ページから外部サイトにリンクします。

令和３年 第１回定例会（３月議会）の本会議
３月 ８日（月） 午後 ２時００分～　
　➡本会議（施政方針・議事上程等）
３月 ９日（火） 午前 ９時３０分～　
　➡本会議（一般質問）
３月１９日（金） 午前１０時００分～
　➡本会議（最終日）

令和２年 第３回定例会（９月議会）
・９月 ７日（月）	本会議（議事上程等）
・９月 ８日（火）	本会議（一般質問）
・９月１６日（水）	本会議（最終日）

令和２年 第５回臨時会
・１０月３０日（金）

※下記の本会議を録画配信しています。

★役場１階表玄関のテレビでもライブ配信
（生放送）を実施いたします。

※変更の場合は町公式サイトで周知いたします。
※「録画映像」は、ライブ配信の日から概ね１週間後

（土日祝除く）に配信いたします。
※新型コロナウィルス感染症対策として、傍聴席数の

制限等を行っています。密を避けるためにも、議会
インターネット中継をご活用下さい。

視 聴 方 法

王寺町議会の本会議を　
いつでも　どこでも
スマホ・タブレット・パソコンで
視聴できます！

)))))))))))))))))))))))))))))))

【予告】ライブ中継（予定）

【お知らせ】録画映像配信中
令和２年 第４回定例会（１２月議会）
・１２月 ７日（月）	本会議（議事上程等）
・１２月 ８日（火）	本会議（一般質問）
・１２月１5日（火）	本会議（最終日）

役場１階 表玄関

令和２年 第６回臨時会
・１１月２７日（金） 

令和３年 第１回臨時会
・１月２９日（金） 
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この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

明神山山頂より




